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  妊産婦における劇症型溶血性レンサ球菌感染症（STSS）について 

 

 平素は、本会活動の推進に対しまして、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

   本年７月１９日付で「妊産婦の劇症型 A 群溶連菌(GAS)感染症罹患の注意喚起について」との日本産

婦人科医会及び日本産科婦人科学会からの文書（日本医師会通知）をご案内いたしました。 

   今般、STSSによる妊産婦の死亡事例に係る報道も行われている状況も踏まえ、厚生労働省より標記事

務連絡が発出された旨、日本医師会より通知がございましたので、情報提供申し上げます。 

   貴会におかれましてはご了知の上、会員医療機関へのご周知をお願い申し上げます。 

 

記 

    

   ●妊婦が発熱やのどの症状を訴えた場合 

   ・家族など周囲に溶連菌による咽頭炎などがなかったかを聞く 

    （妊婦の感染はほとんどが経産婦である） 

   ・頻回に簡易検査キットで確認する（偽陰性も多い） 

   ・ 妊婦で溶連菌感染を疑う場合はペニシリンを積極的に投与する 

   ・妊婦のGAS は、周産期センターではなく、救命センターに搬送する 

 
   【参考】 

    日本医師会メンバーズルームから別添文書の閲覧が可能です。 

     https://www.med.or.jp/japanese/members/bunsyo/data3/kenko2/2024ken2_738.pdf 

    ※閲覧にはユーザー名とパスワードでのログインが必要です。 

    ユーザー名：会員ID（日医刊行物送付番号）の10桁の数字（半角で入力）です。 

        宛名シール下部に印刷されている10桁の数字です。 

    パスワード：生年月日の「西暦の下2桁、月2桁、日2桁」を並べた6桁の数字（半角） 
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